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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
＜ 問題 と 目 的 ＞  

本 研究 の 目 的 は ，「 学 校 に 行き た く な い」 と 感 じ る児 童 生 徒 が減 る よ う な， 多 様 な 観点 か ら 構 成さ

れ る予 防 教 育 プロ グ ラ ム を開 発 し ， 学校 で の 実 践を 通 し た 効果 検 証 を 行う こ と で あっ た 。  

不 登校 児 童 生 徒数 が 増 加 する 中 ， す でに 不 登 校 状態 に あ る 者へ の 支 援 だけ で な く ，新 た な 不 登校

を 出現 さ せ な いた め の 予 防的 支 援 も 重要 な 課 題 であ る 。 こ れま で も 不 登校 の 予 防 的支 援 と し て， 構

成 的グ ル ー プ エン カ ウ ン ター （ 曽 山 ・本 間 , 2004）や 集 団 社 会ス キ ル 教 育（ 江 村 ・ 岡安 , 2003） が

実 施さ れ て き た。 し か し ，こ れ ま で の支 援 で は ，精 神 的 健 康の 向 上 に つい て は 検 討さ れ て き たが ，

「 学校 に 行 き たく な い 気 持ち 」 そ の もの が ど の よう に 変 動 した か は 検 討さ れ て い ない 。  

 また ， 不 登 校児 童 生 徒 数が 急 増 す るな か 発 出 され た COCOLO プ ラ ン （ 文部 科 学 省 , 2023） で も， 授

業 の改 善 な ど によ る 魅 力 的な 学 校 づ くり の 重 要 性が 指 摘 さ れる よ う に ，予 防 的 支 援に お い て は教 員

が 日常 的 に 実 施す る 授 業 の枠 組 み を 用い る こ と が重 要 と な る。 児 童 生 徒支 援 に お いて は ， 多 様な 観

点 （例 え ば ， 学習 面 ， 進 路面 ， 心 理 ・社 会 面 ， 健康 面 な ど ）か ら 支 援 する 必 要 性 が指 摘 さ れ る（ 水

野 他 , 2013） が， 多 様 な 観点 か ら の 不登 校 予 防 のた め の プ ログ ラ ム 開 発は 行 わ れ てい な い 現 状が あ

る 。  

＜ 研究 方 法 ＞  

 学校 心 理 学 の理 論 に 基 づき ， 学 習 面， 心 理 ・ 社会 面 ， 進 路・ キ ャ リ ア面 ， 健 康 面の 各 領 域 につ い

て 働き か け る 授業 の 開 発 を行 い ， そ の後 ， 開 発 した 教 材 を 学校 で 実 践 し， 効 果 検 証を 行 っ た 。な

お ，効 果 指 標 とし て は ，「 不登 校 傾 向 尺度 」（ 五 十 嵐， 2015） およ び 不 登 校の 予 兆 尺 度（ 寺 戸 ・ 五十

嵐 ・福 田 ・ 江 角， 2024） であ っ た 。  

 実践 対 象 校 は， 研 究 の 趣旨 に 賛 同 して い た だ い た A 県 公 立小 学 校 １ 校お よ び B 県公 立 中 学 校１ 校

で あっ た 。 学 校と 話 し 合 いを 行 い ， 小学 校 で は 当該 校 の 養 護教 諭 が 実 践者 と な り ， 6 年 生に 対 して 心

理 ・社 会 面 の 授業 を 実 施 する こ と と なっ た 。 授 業実 施 時 期 は 20XX 年 9～ 10 月 であ っ た 。 また ， 中学

校 では ， 教 員 経験 の あ る 共同 研 究 者 が実 践 者 と なり ， 中 学 1 年 生 に 対 して 心 理 ・ 社会 面 の 授 業を 実

施 する こ と と なっ た 。 授 業実 施 時 期 は 20XX 年 11 月 で あっ た 。 い ず れ の 学校 に お い ても ， 授 業 実施

の 数週 間 前 後 に効 果 検 証 のた め の 質 問紙 調 査 を 実施 し た 。  

＜ 研究 の 主 な 結果 ＞  

 今後 発 表 予 定で あ る た め具 体 的 な 記述 は 避 け ，概 要 の み 示す 。  

 心理 ・ 社 会 面の 授 業 と して ，「 ク ラ スメ イ ト か ら自 分 の よ いと こ ろ を 教え て も ら う」 活 動 を 行い ，

そ の上 で 「 自 分の よ い と ころ は ど ん なと こ ろ だ ろう 」 と い う点 を 考 え る授 業 を 実 施し た 。 効 果検 証

の 結果 で は ， 授業 後 に ， 一部 の 「 不 登校 の 予 兆 尺度 」（ 寺 戸 ・五 十 嵐 ・ 福田 ・ 江 角 ， 2024） に おい て

統 計的 に 有 意 な低 減 効 果 が確 認 さ れ た。 特 に ， 授業 実 施 前 に不 登 校 の 予兆 を 高 く 示し て い る 子ど も

に つい て は ， 授業 実 施 後 にそ の 予 兆 が低 減 し て いる こ と が 確認 さ れ た 。こ の こ と は， こ れ ま でに 開

発 され て き た 心理 教 育 的 手法 に よ る 予防 的 支 援 とは 異 な り ，本 授 業 実 践が 登 校 意 欲を 直 接 的 に高 め

る 効果 を 有 す るも の で あ るこ と を 示 すも の と 考 えら れ る 。  

【研究成果発表方法】 
研 究成 果 の 一 部は ， 日 本 学校 保 健 学 会 第 70 回 学 術大 会 （ 2024 年 9 月 開 催） お よ び 日本 学 校 心 理士 会

に おい て 発 表 した 。 ま た ，学 術 論 文 とし て 成 果 をと り ま と め， 学 術 誌 「学 校 メ ン タル ヘ ル ス 研究 」

に 投稿 す る こ とを 予 定 し てい る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


